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［事案 2024-289］年金額増額請求  

・令和 8年 6月 22日  和解成立 

＜事案の概要＞ 

設計書と保険証券の内容が相違していたことを理由に、設計書どおりの年金の支払いを求め

て申立てのあったもの。 

＜申立人の主張＞ 

昭和 62 年 12 月に契約した個人年金保険について、設計書で説明されて本契約を申し込み、

申込書には、募集人に言われるがままに住所や名前などを記入し、後から保険証券が送られて

きた。年金を受け取る手続きの際に、設計書と保険証券の内容が相違していることがわかった。

設計書で説明されて契約したため、設計書にしたがった基本年金額が逓増する年金を支払って

ほしい。 

＜保険会社の主張＞ 

 以下の理由により、申立人の請求に応じることはできない。 

(1)設計書の台紙上は、10年後年金額は逓増する図となっているが、設計書上に手書きで記載

している保険料は基本年金額 35 万円、支払方法 10 年の保証期間付終身年金保険定額型で

試算し月々の保険料を計算したものであり、設計書上の誤りはない。 

(2)申立人は申込書上、基本年金年額 35万円、年金の種類および型は 10 年保証期間付終身年

金の定額型を選択しており、保険証券上の記載も同様の表記である。また、毎年送付して

いる契約内容通知文書も同様の表記である。 

(3)設計書の台紙を募集人が誤ったことも考えられるが、手書き設計書の台紙が「年金の種類

および型」によって相違していたのか、共通のものを使用していたかについても調査では

不明のままとなっている。 

＜裁定の概要＞ 

1.裁定手続 

裁定審査会は、当事者から提出された書面にもとづく審理の他、募集時の状況等を把握する

ため、申立人および保険会社の担当者に対して事情聴取を行った。 

2.裁定結果 

 上記手続の結果、本件は和解により解決を図るのが相当であると判断し、当事者双方に対し、

和解を促したところ、同意が得られたので、和解契約書の締結をもって手続を終了した。 

 

 


